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 要 旨 

目的： 
このメタ分析の目的はアルコール消費に関連した心房細動の推定リスクを検討すること

である。 
背景： 
アルコール消費と心房細動との関連性を調査した観察研究の結果は、一時的な大量飲酒

だけでなく習慣的な大量アルコール消費も心房細動のリスクと関連があるという仮説とは

矛盾している。 
方法： 

Medline（1966 年 1 月から 2009 年 12 月）と Embase（1974 年 1 月から 2009 年 12 月）

のデータベースの体系的調査が、アルコールと心房細動に関連するキーワードを使用して

実施された。研究には、習慣的なアルコール摂取に関連した心房細動への効果判定のデー

タが報告あるいは算定できたかどうかも含まれていた。最大対最小アルコール摂取量での

心房細動への効果判定は、分散に基づく手法にて集められた。アルコール摂取と心房細動

リスクの関係は、線形及びスプライン回帰分析で検討した。 
結果： 
このメタ分析には、14 の研究が含まれた。アルコール摂取量の最大群での心房細動の集

約推定リスク（オッズ比/相対危険度）は最小群を基準とすると 1.51(95％信頼区間：1.31
～1.74)であった。線形回帰モデルでは、10g/日のアルコール摂取増加による推定リスクは

1.08(95%信頼区間：1.05～1.10、R2=0.43、p 値＜0.001)であった。またスプライン回帰モ

デルでは、心房細動のリスクはアルコール消費量の増加に伴って上昇するということが示

された。 
結論： 
このメタ分析の結果から、心房細動のリスク減少の意味ではアルコールを摂取しないこ

とが最も好ましいということが示唆された。 

 




